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デジタル時代の木星撮影

丸野 閑由

（１） 表情豊かな木星

太陽系の惑星の中で木星ほど表情を変える星はありません。茶褐色の「縞」と白い「帯」

では、氷結したアンモニアの雲がダイナミックな上昇と下降を繰り返しています。南半球に

ある大赤斑は地球が２個も入ってしまう渦巻きですが、生成

の詳しいメカニズムは解明されていません。他にも木星には

白斑・暗斑・フェストーンなど複雑な模様があり、長いスパン

をかけて徐々に変化する特徴もあります。１９７０年代の大赤

斑は赤インクのように濃い色でした。１９９４年の木星は白く

太いベルトのような帯が特徴的でした。２００５年には大赤斑

のそばにあった白斑数個がが合体し、赤みを帯びた小赤斑

にまで成長しています。２００７年は南南帯が幾筋もの細い帯

に分かれ数ヶ月にわたり目まぐるしい変化が起こりました。

２００９年７月１９日には小惑星らしきものが衝突し、南極

地方に黒い衝突痕が広がり現在でも痕跡を残しています。シ

ューメーカー・レビー彗星が衝突したのも１５年前の７月であ

り、その時も巨大な黒い痕が確認でき、大きさは地球大にな

り衝撃の凄まじさを伝えたものでした。木星が磁石のように

小惑星や彗星をくっつけて来たから地球が安穏と出来るとい

う説もありますが、小天体の衝突が他人（星）事ではない深

刻な問題であることも感じさせられました。

毎日の観測はできませんが、木星表面は千変万化していますので、なるべく多くの画像

を録画するよう心掛けています。役に立たないような画像であっても、後に貴重な資料とな

ることもあります。自称惑星観望屋ですので惑星を眺めているだけでも満ち足りた気分にな

りますが、動画から画像を作成する過程も最後まで気の抜けない時間なのです。普通に撮

影していたつもりでも最終的な画像作成の瞬間に息を呑むような像に出会えることも稀に

あり、そういう時にはひとり悦に入ってます。

（２） 惑星用撮影機材

惑星撮影は、大気の揺らぎや空の透明度、撮影機材の口

径や特性、撮像カメラや画像処理等によって仕上がりに微妙

な影響を与えます。個々の機材によって撮影方法も様々であ

り、画像処理も独自の方法を採っている方が多いようです。

一般に撮影機材はビデオカメラか高感度Ｗｅｂカメラを使う場

合が多いようです。小生も両方を使っていますが、イメージン

グソース社（独）のＤＢＫはモノクロカメラなので赤緑青のフィ
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ルターが必要になります。また、木星の自転速度が速いためすべての動画を２分以内 に※

撮影しなければならず、高解像度のカメラ制御に処理速度の速いパソコンが必要となるな

ど、ＡＣ電源の無いところでは多くの制約が生じてしまい必ずしも使い勝手が良い装置では

ありせん。従って大気の状態が良好な日にのみ自宅で出動させることにしています。

現在、惑星撮影に使っている主力機種はソニー製デジタルビデオＴＲＶ９００です。前回レ

ポートではハイビジョンカメラも含めて主要メーカのデジタル

ビデオを試してみましたが、紆余曲折の末に辿り着いたのが

こちらの機種なのです。ハイエンドユーザー向けのデジタル

機で、絞りはしっかり６枚羽根を使っており綺麗にボケます。

３ＣＣＤで発色にも安定感があり、ハイビジョン機が主流とな

った現代でも、天体用ビデオの代表格の位置は変わらないと

思われます。セミプロ機のＶＸ２０００には一歩譲るものの1/60秒以下のスローシャッターを

可能とし（プログレッシブモードでは不可）、これまでのビデオとは一線を画し暗闇がモヤモ

ヤと映らないなど描写力を誇るものとなっています。１０年前に販売され製造は既に終わっ

ていますが、オークションなどで捜すと意外と簡単に手に入れることも可能です。テープ式

ですが、まだ現役で十分通用するので今後とも天体部門での活躍を期待したいカメラです。

惑星撮影はセレストロン・シュミットカセグレン・Ｃ９にアイピ

ースＬＶ１０を付け、デジカメアダプタＤＧＬＶにてビデオカメラ

に接続しています。まず、眼視で木星を確認し、ビデオカメラ

を装着して周辺を探ると木星が視野に入ってきます。それを

ＴＲＶ９００のスタンバイ画面中央に持って行き、光学ズーム

で画面縦幅の２／３程度に拡大しピントを合わせ録画ボタン

を押します。その後は木星が画面から逃げださないようにコ

ントローラーの方向ボタンを時々押すだけでです。ＴＲＶ９００の場合、シーイングの良いとき

は１／３０秒にシャッタースピードを落とし、ゲインも９ｄｂくらいまで戻します。規定値は１／

６０秒１８ｄｂくらいで撮影することが多い訳ですがゲインは出来るだけ少なめにしたほうが

階調があがります。ホワイトバランスはマニュアルモードですが、木星が眼視で見える色に

一番近い状態にしてます。ｆ値は仕様に１．６～２．８とありますが、ビデオのほうで自動で決

定するようです。通常はｆ２．４かｆ２．０が多く使われます。ＤＢＫ２１ＡＦ０４の場合はズーム

機能がないのでバーローレンズなどで焦点距離をかせぎ拡大撮影を行いますが、シーイン

グ状態に合わせて倍率をあげたい時などがあっても諦めるしかありません。その点、ビデオ

撮影ではズーム機能で適正な拡大率を即座に決定することが可能になりとても便利です。

①ドーズの限界値は１１６÷２３５（口径mm）＝０．４９となり、望遠鏡の分解能は０”．４９※

②木星の視直径は約４５” ③木星の自転周期約１０時間＝３６０００秒④１秒間当たりの木

星面見かけ移動量４５”×π(3.14)÷３６０００秒＝０”．００４ ⑤２３５mmのシュミットカセグ

レン鏡で分解能を超えない露出時間は０”．４９÷０”．００４＝１２２秒 すなわち２分以内

で撮影することが望ましい。（①～⑤までの計算方法は安達誠著「惑星観測」より参照）
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（３） パソコン取り込みとファイル変換処理

パソコンに動画を取り込むにはＴＲＶ９００のＤＶテープを回しながらＩＥＥＥ１３９４端子で

パソコンと接続します。パソコン側のキャプチャソフトはビデオカメラに付いていたUlead Vid

eoStudio 7を使っています。右画像のよう

な画面でキャプチュアを選び、このまま「ビ

デオをキャプチャ」ボタンを押すことでＡＶＩ

ファイルを取り込めますが、まだレジスタッ

クスでは使えません。次にフリーソフトのＡ

ＶＩ２ＪＰＧを起動し、取り込んだＡＶＩファイ

ルをマイドキュメント内のｕｌｅａｄ VideoStu

dioフォルダから読み込み、リサイズボタン

「Ｒ」を押し７２０×４８０画像を６４０×４８０

画像にリサイズします。次にＡＶＩボタン「Ａ」

を押し、無圧縮、音声なしを指定後、再生

ボタンを押すことで新しいＡＶＩファイルにフ

ァイル変換が行われます。こうしてビデオ

画像の横長７８０サイズも６４０サイズに修

正してくれ、レジスタックスでも取り込めるＡ

ＶＩ画像が生成されるのです。動画の格納

場所は特に指定しない限りC:\Program Fil

es\NOVO\AVI2JPGという分かりにくい位

置に置かれています。データメディアがＤＶ

Ｄの場合は同じＮＯＶＯのフリーソフトＭＰＧ

２ＪＰＧを使うとうまく変換してくれます。ＤＶ

Ｄカメラも普及しているのでこのソフトはと

ても重宝です。レジスタックス用ＡＶＩファイ

ルを生成させるまでの画像処理の下ごしら

え部分は他にも色んなソフトがあり、ホー

ムページなどで検索し所有のシステムで

最適な組み合わせを探ると良いでしょう。

変換ソフトや設定によってはレジスタック

スでの最終画像が期待通りに行かないこ

ともある（カノープス社のエディウス４では

うまく行かなかった）ので注意して組み合

わせてください。

（４） レジスタックス４処理

いよいよレジスタックス４での処理に入

りますが、セレクトボタンを押し動画ファイ

ルを呼び出し、スライドバーを動かし明瞭
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に映っているフレームを表示させます。ボックス

サイズの選択を画像のほぼ全体が入るところに

して、マウスで画像の中心を指定します。後は

アライメントボタンを押してウェーブレット画面に

なるまでパソコンに操作を任せます。ウェーブレ

ットスキームではＤｙａｄｉｃを選び、シーイングの

良いときには２番目から思い切り数値をあげて

やります。事例では２番・３番・４番を５７．６、２

０．６、８．５という数値にし、上部にあるコントラ

スト・ブライトネスのスライドバーを１２０と－１４

に変えております。この数字は画像によって色

々と試しながら最適な画像に仕上げていくと良

いでしょう。最後にＦｉｎａｌに移り画像をＴｉｆｆ形式

で保存します。

（５） ステライメージ６による画像処理

ステライメージでの画像処理は画

像復元を使って細かな部分を際だた

せます。よく使われるのが最大エント

ロピー法です。ＰＳＦ半径を１．４～１．

８くらいに微調整しながら、繰り返し回

数もノイズが目立たないように設定を

変えます。このほかにはフィルタの中

にあるシャープ処理を行うこともあり

ます。フォトショップがあればフォトシ

ョップでの処理のほうがうまく仕上がるようです。場合によっては最大エントロピー法で詳細

部を顕現させるためにレジスタックスでのウェ

ーブレットを浅めにかけてボケさせておく方法

もあるようです。

（６） ＪＴｒｉｍによる仕上げ処理

最後は使い慣れたフリーソフト でＪＴｒｉｍ

仕上げ処理を行ってます。南北方向の調整

は対角線指定で木星全体を指定し、回転角

を使います。画像が暗いときにはガンマ補正

やコントラストなどを使い適正な明るさにしま

す。色相もＲＧＢの度合いを調節し、適当にリ

サイズしてホームページ用のＪＰＥＧ画像にし

たり、トリミングして光沢紙印刷するなど、こ

のソフトで仕上げのほとんどを行ってます。
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（７） ＴＲＶ９００による木星 （トリミングなしの実画像サイズ）



35




